
特
別
寄
稿

二
○
世
紀
末
に
お
け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
医
学
と
哲
学

資
料

広
場

原
著

記
中
世
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
思
想
盟
〆
。
ｇ
〕
ロ
呉
自
国
房
と
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
看
護
思
想
に
つ
い
て

中
国
伝
統
医
学
の
蔵
府
を
考
え
る
Ｉ
肝
と
肝
臓
屋
ぐ
閏
：
：
：
：
：
．
：
：
：
：
．
：
：
…
：
：
：
：
。
：
：

森
鴎
外
と
医
学
留
学
生
た
ち
：
．
：
…
：
…
…
…
…
・
…
．
．
…
…
…
…
：
：
．
：
：
…
・
…
…
…
…
：
．
：
：
．

医
学
史
研
究
の
臨
床
医
学
へ
の
応
用
ｌ
医
学
史
研
究
の
よ
り
広
い
理
解
と
実
践
を
求
め
て
Ｉ
。

京
都
府
立
「
癩
狂
院
」
の
設
立
と
そ
の
経
緯
：
…
…
…
：
．
：
：
：
・
・
・

朝
倉
氏
遺
跡
出
土
の
「
湯
液
本
草
」
・
…
…
：
…
：
：
：
：
：
…
：
：
。
：

明
治
期
の
陸
軍
看
護
シ
ス
テ
ム
・
…
…
：
…
…
…
：
…
・
…
：
…
・
…
：

疾
の
起
源
（
二
）
ｌ
梁
以
前
の
医
書
に
み
ら
れ
る
「
疾
」
の
検
討
Ｉ

消
息

北
海
道
医
史
学
研
究
会
設
立
総
会
・
・
・
：
：
・
・
…
：

「
高
松
宮
記
念
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
」
の
開
設

和
刻
漢
籍
医
耆
総
合
年
表
１
１
出
版
者
名
索
引

例
会
抄
録

事

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
九
巻
第
四
号
目
次

…
：
・
・
…
。
：
・
・
：
…
・
…
：
…
：
：
…
・
…
：
…
小
野
尚
香
…
…
酉
君

．
．
．
…
・
…
・
・
…
…
・
…
。
：
：
…
．
：
…
：
．
…
…
真
柳
誠
…
…
吾
一

．
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
．
：
…
・
…
：
…
・
・
黒
澤
嘉
幸
…
…
垂
三

遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子
・
八
巻
英
彦
・
宮
本
浩
和
…
．
：
：
三
里

ス
ヒ
ロ
ス
・
マ
ル
ケ
ト
ス

申
■
由
①

訳
・
深
瀬
泰
日

：
…
松
木
明
知
：
…
・
…
三
二

小
曽
戸
洋
．
．
…
・
：
・
毫
三

平
尾
真
知
子
・
…

宮
川
浩
也
…
・

山
崎
光
夫
・
…

島
田
保
久
．
．
…
・
…
五
釜

成
田
稔
．
…
：
…
五
芸

五
九
九

五
九
七

五
九
〈

四
一
〈
三

16］
(1)



紹
介

福
島
義
一
著
『
聞
き
書
き
・
医
者
の
み
た
阿
波
史
・
新
阿
波
医
人
伝
』
…
：
…
：
．
：
：
：
：
…
：
：
：
…
：
．
…
：

三
浦
豊
彦
著
『
労
働
と
健
康
の
歴
史
』
（
第
七
巻
）
…
…
：
．
：
：
：
：
：
…
：
：
：
：
．
：
：
：
：
：
：
．
…
・
…
．
：
…
：
…
．

シ
ャ
ー
ウ
ィ
ン
．
Ｂ
・
ヌ
ー
ラ
ン
ド
著
、
曽
田
能
宗
訳
『
医
学
を
き
ず
い
た
人
び
と
」
上
下
二
巻
：
：
…
・
・

新
村
拓
著
『
ホ
ス
ピ
ス
と
老
人
介
護
の
歴
史
」
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
．

石
田
純
郎
編
著
『
緒
方
洪
庵
の
蘭
学
」
・
…
…
…
…
・
…
：
．
…
・
…
…
：
…
…
…
：
：
…
・
…
…
…
・
…
…
・
…
・
…
．
．

小
高
健
著
「
伝
染
病
研
究
所
」
：
…
：
：
．
…
．
．
：
…
：
：
：
：
．
…
。
：
・
・
・
：
：
：
．
…
．
：
：
。
：
．
：
：
。
…
：
…
…
：
：
：
：
：
．

ト
ー
マ
ス
・
マ
ー
キ
ュ
ン
著
、
酒
井
シ
ヅ
・
田
中
靖
夫
訳
『
病
気
の
起
源
」
：
．
：
：
：
：
：
．
…
・
…
：
：
…
：
：
、

吉
田
直
哉
著
『
私
伝
・
吉
田
富
三
癌
細
胞
は
こ
う
語
っ
た
」
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
…

小
竹
英
夫
著
『
柏
倉
忠
粛
と
そ
の
周
辺
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
：
。
：
…
・
…
…
：

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
九
巻
総
目
次
：
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
．
．
…
．
：
．
…
・
…
…
・
・
・
・
…
…
…
．

〈本号の表紙絵＞

かのウィリアム・ハーヴェイ

もその解剖害を利用したと

い われるデュ・ローランス

（'558-'609）

アルル生まれのAndreduLau-

rensはモンペリエ大学の出身で、

1586年母校の教授に就任した。

1600年宮廷医としてパリによばれ、

アンリ四世の侍医となった。1595

年エルフルトで出版されたHiS-

/0”αα〃“O脚z“〃"郷α"ico"0"s

は、ヴェサリウスやヴァルヴェル

デなどから図をとっており、独自

の観察はすぐないが、当時もっと

も人気ある解剖害となり、おおく

の版をかさねた。

図は本書1600年パリ版にのる、

C.D.Malleriえがくところのデ

ュ・ローランス。

（深瀬泰旦）
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